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耕種農家畜産農家

　本市は、今年度から「ス
マート農業」と「環境にやさ
しい農業」を掛け合わせた
本市独自の「スマートオーガ
ニックシティ」に向けた取り
組みを進めています。
　良質な土づくりを進め、ス
マート農業技術を駆使する
ことで、効率的で環境にや
さしい農業を目指すスマート
オーガニックシティ。今回は
その取り組みと背景を紹介
します。

問市農政課複合経営振興係
☎26-5752

　
ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、
デ
ー
タ
や

知
識
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信

技
術
（
I
C
T
）
を
活
用
し
て
、
省

力
化
や
精
密
化
、
高
品
質
生
産
の
実

現
な
ど
を
推
進
す
る
新
た
な
農
業
の

こ
と
で
す
。

　
本
市
で
は
、
令
和
３
年
10
月
に

「
も
っ
け
田
農
学
校
」
を
開
校
し
、

知
識
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
農
業
を

実
践
で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
セ
ン
シ

ン
グ
で
農
作
物
の
生
育
状
況
な
ど
を

把
握
・
解
析
し
、
生
産
管
理
に
生
か

す
「
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
農
業
」
な

ど
に
取
り
組
み
、
省
力
化
に
よ
る
負

担
軽
減
と
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 だ

の
う

農
業×

先
端
技
術
で
広
が
る

可
能
性

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
？

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に

向
け
た
取
り
組
み

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
る
上
で

欠
か
せ
な
い
の
が
S
D
Gs
。２
０
１
５

年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
S
D
Gs
（Sustainable Devel-

opm
ent Goals

）
は
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を

目
指
す
国
際
目
標
で
す
。
環
境
や
持

続
性
に
配
慮

す
る
S
D
G
s

の
取
り
組
み

は
、
農
産
物

や
食
品
な
ど

に
も
広
が
り

を
見
せ
て
い

ま
す
。

　
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
を
原

則
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
と
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保

全
に
効
果
が
高
い
営
農
活
動
を
組
み

を目指して

スマート
オーガニック
シティを目指して

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
事
業

に
よ
る
支
援

合
わ
せ
て
実
施
し
た
農
業
者
団
体
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
支
援
面
積
は
５
７
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
平
成
25
年
度
と
比

較
す
る
と
３・３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
農
作
物
を
生
産
す
る
耕
種
農
家
が

畜
産
農
家
へ
も
み
殻
な
ど
を
提
供
し
、

畜
産
農
家
が
耕
種
農
家
へ
堆
肥
を

提
供
す
る
「
耕
畜
連
携
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
良
質
な
土
づ
く
り
は
、
安
定
し
た

品
質
・
収
量
を
確
保
す
る
た
め
の
基

本
と
な
る
も
の
で
す
。

▲ドローンを使ったもっけ田農学校の講義の様子

▲堆肥散布の様子

耕
畜
連
携
に
よ
る

循
環
型
農
業
の
推
進

　
支
援
初
年
度
の
令
和
４
年
度
に
は

１
５
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
、
も

み
殻
を
活
用
し
た
堆
肥
散
布
に
支
援

し
ま
し
た
。

　
５
月
に
官
民
で
新
し
く
「
ス
マ
ー

ト
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
検
討
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　
有
機
農
業
な
ど
の
推
進
や
、
流

通
・
加
工
・
消
費
段
階
で
の
取
り
組

み
な
ど
を
話

し
合
い
、
市

全
体
で
環
境

に
や
さ
し
い

農
業
を
広
げ

ら
れ
る
環
境

づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

「
食
」
を
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ま
で

は
、
十
分
な
量
、
品
質
の
良
さ
、
健

康
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
食
は
、
こ
れ
に
加
え
、

環
境
や
持
続
性
へ
の
配
慮
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
満
た
す
こ
と
は
、

食
に
お
け
る
S
D
Gs
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ※

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（w

ell-being

）／
身
体
的
・
精
神
的
・

社
会
的
に
良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
概
念

ス
マ
ー
ト
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
検
討
会

立
ち
上
げ

こ
れ
か
ら
の
食
、

こ
れ
か
ら
の
農
業

　
農
業
に
お
い
て
も
、
今
後
よ
り

一
層
環
境
と
調
和
し
た
農
業
へ
の
転

換
が
国
際
的
に
も
主
流
と
な
っ
て
き

ま
す
。
本
市
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
活
用
な
ど
に
よ
る
持
続
可
能
な

循
環
型
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

収
量
確
保
と
環
境
に
も
や
さ
し
い
農

業
の
両
立
を
進
め
、
夢
が
あ
り
、
儲

か
る
農
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

新しい農業のかたち

な
ぜ
、い
ま
、環
境
に

や
さ
し
い
農
業
な
の
？

環境にやさしい農業環境にやさしい農業

スマート農業スマート農業

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

農業支援制度について
詳しくはこちら

堆肥の提供

もみ殻の提供
（牛や豚の寝床に敷いて活用）

耕畜連携

環境保全型農業直接支払事業による支援面積（ha）
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572

478
529

173

食におけるSDGsやウェルビーイングの実現

生産性の向上

品質の向上

健康への配慮

環境・持続可能

ごはんを十分に
食べられる

おいしいごはんを
食べられる

健康に良いごはん
を食べられる

SDGsに根差した
ごはんを食べられる

身体的、精神的に充足させることを重視これまで

上記に加え、社会的にも良好な状態を保つことを重視これから

特集　 新しい農業のかたち スマートオーガニックシティを目指して
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ゲ
ス
ト
と
一
緒
に
展
示
作
品
を
鑑
賞

し
ま
し
ょ
う
。
作
品
の
背
景
を
の
ぞ
い

て
、
個
性
的
な
表
現
や
そ
の
可
能
性
を

感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
22
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

11
時

費
用
／
無
料

申
し
込
み
／
当
日

会
場
へ

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
ア
ー
ト
の
展
覧

会
「
い
い
い
ろ
い
ろ
い
ろ
展
」。
６
回

目
を
迎
え
る
今
年
は
、
絵
画
、
書
道
、

立
体
作
品
な
ど
約
１
６
０
点
が
大
集
合

し
ま
す
。

日
時
／
９
月
22
日
㈮
～
28
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
。
25
日
㈪
は
休
館
）

場
所
／
出
羽
遊
心
館

費
用
／
無
料

　

事
業
所
に
よ
る
素
敵
な
作
品
や
お
い

し
い
食
べ
物
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

期
日
／
９
月
23
日
㈷
、
24
日
㈰

　

市
民
の
皆
様
、
こ
の
８
年
間
、
市

政
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
９

月
５
日
を
も
っ
て
２
期
８
年
の
市
長

職
を
退
任
し
、
次
の
か
た
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
副
市
長
時
代
を
含
め
約

10
年
間
、
市
の
産
業
力
、
交
流
力
、

発
信
力
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
や
派
生
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
難
題
に
果
敢
に
挑
め
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
本
市
の
地
域

力
と
市
民
の
結
束
力
の
賜た
ま

物も
の

で
あ
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
の
積
年
の
課
題
は
、
力
強
い

産
業
の
創
出
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
労
働
人
材
の
供

給
力
強
化
に
加
え
、
産
業
振
興
と
は

無
関
係
と
思
わ
れ
が
ち
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
、
地
域
住
民
へ

の
医
療
福
祉
や
文
化
芸
術
施
策
の
充

実
、
デ
ジ
タ
ル
や
グ
リ
ー
ン
社
会
変

『
繁
盛
じ
ゃ
お
ま
へ
ん
か
』を
目
指
し
て

革
の
進
展
な
ど
に
も
力
を
注
ぐ
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
行
政
の
持
つ
全
方
位
の
施

策
を
駆
使
し
な
が
ら
、
産
業
力
の
向

上
を
通
し
て
税
収
増
に
つ
な
げ
、
生

ま
れ
た
財
源
を
教
育
、
医
療
福
祉
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
施
策
、
地

域
間
交
流
の
拡
大
に
有
効
活
用
し
て

い
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
好
循

環
に
よ
っ
て
地
域
に
繁
盛
を
も
た
ら

し
た
い
と
願
っ
た
10
年
で
し
た
。
そ

の
意
味
で
は
私
が
目
指
し
た
「
人
財

と
風
土
が
支
え
る
交
流
・
産
業
都

市
」
の
基
盤
づ
く
り
に
は
一
定
の
下

地
が
作
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
の
市
長
に
は
、
酒
田
と
い
う
ま

ち
に
対
す
る
誰
に
も
負
け
な
い
情
熱

と
課
題
解
決
に
向
け
た
行
動
力
で
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
の
負

託
に
応
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

酒
田
は
、
四
季
折
々
に
彩
ら
れ
た

壮
麗
な
自
然
と
、
深
く
根
付
い
た
歴

史
文
化
を
基
本
に
、
人
間
ら
し
い
豊

か
な
市
民
生
活
を
実
現
で
き
る
稀け

有う

な
地
域
で
す
。
こ
こ
に
住
ま
う
市
民

の
皆
様
が
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
酒

田
が
さ
ら
な
る
成
長
と
発
展
を
遂
げ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
市
民
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
敬

意
を
込
め
て
退
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

在職期間
平成27年₉月₆日〜
令和₅年₉月₅日

丸
山
至
市
長 

退
任
挨
拶

問
希
望
ホ
ー
ル 

☎
２
６-

５
４
５
０

い
い
い
ろ
い
ろ
い
ろ
展

―
の
ぞ
い
て
み
よ
う
、
ア
ー
ト
の
裏
側
―

1

　

作
品
リ
ス
ト
か
ら
お
気
に
入
り
の
作

品
を
選
び
、缶
バ
ッ
ジ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
23
日
㈷
、
24
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分

費
用
／
無
料

定
員
／
各
日
先
着
１
５
０
人（
１
人
１
個
）

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

缶
バ
ッ
ジ
を
作
ろ
う
！

▲▼昨年の展示風景

4

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▲バッジイメージ

 

も
っ
と
楽
し
む
関
連
イ
ベ
ン
ト

マ
ル
シ
ェ



キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。

　

法
律
に
よ
り
、
常
用
労
働
者
43
・
５

人
以
上
の
規
模
の
民
間
企
業
は
、
法
定

雇
用
率
２
・
３
㌫
以
上
の
割
合
で
、
障

が
い
者
の
雇
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
酒
田
管
内
に
お

け
る
令
和
４
年
度
の
障
が
い
者
雇
用
率

は
、
２
・
15
㌫
で
し
た
。
引
き
続
き
、

障
が
い
者
の
職
業
を
通
し
た
社
会
参
加

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

障
が
い
者
の
雇
用
に
関
す
る
主
な

助
成
、
支
援
制
度

●
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

対
象
／
障
が
い
者
な
ど
就
職
が
特
に
困

難
な
方
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介

に
よ
り
継
続
雇
用
す
る
事
業
主
（
支
給

要
件
あ
り
）

助
成
額
／
１
人
30
万
円
～
２
４
０
万
円

助
成
期
間
／
障
が
い
の
程
度
、
雇
用
状

況
、
企
業
規
模
に
よ
り
１
年
～
３
年

●
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助
成
金
（
障
が
い

者
ト
ラ
イ
ア
ル
コ
ー
ス
）

対
象
／
法
律
に
定
め
る
障
が
い
者
を
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
紹
介
に
よ
り
試
行

雇
用
し
た
事
業
主

助
成
額
／
対
象
労
働
者
１
人
当
た
り
月

額
最
大
４
万
円
（
最
長
３
か
月
間
。
精

神
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
最
長

６
か
月
間
で
、
雇
い
入
れ
後
３
か
月
間

は
月
額
最
大
８
万
円
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
酒
田 

☎
２
７-

３

１
１
１

●
職
場
復
帰
支
援
助
成
金

対
象
／
中
途
障
が
い
な
ど
に
よ
り
１
か

月
以
上
休
職
し
、
職
場
復
帰
す
る
場
合

の
職
場
適
応
措
置
を
実
施
す
る
事
業
主

支
給
額
／
時
間
的
配
慮
・
職
務
開
発
な

ど
の
措
置
に
対
し
月
６
万
円
（
大
企
業

は
月
４
万
５
千
円
）

支
給
対
象
期
間
／
最
大
１
年

問
（独）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
山
形
支
部
高
齢
・
障
害
者
業
務

課 

☎
０
２
３-
６
７
４-

９
５
６
７

●
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援

　

障
が
い
者
を
新
た
に
雇
用
、
ま
た
は

雇
用
後
に
職
場
適
応
上
の
課
題
が
生
じ

た
際
に
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
職
場
に
出

向
い
て
直
接
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た

事
業
主
や
従
業
員
に
対
し
、
障
が
い
を

理
解
し
配
慮
す
る
た
め
の
助
言
や
作
業

内
容
、
職
場
環
境
な
ど
を
提
案
し
ま
す
。

問
同
機
構
山
形
支
部
山
形
障
害
者
職

業
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
３-

６
２
４-

２

１
０
２

3

問
市
商
工
港
湾
課
雇
用
対
策
係 

☎
２
６-

５
７
５
７

９
月
は
障
が
い
者
雇
用
支
援
月
間
で
す

2

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
一
般
競

争
入
札
で
す
。

参
加
申
し
込
み
／
９
月
１
日
㈮
午
後
１

時
～
19
日
㈫
午
後
２
時
に
、
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ
直
接
申
し
込
み

売
却
物
品
／
左
表
の
と
お
り

入
札
期
間
／
10
月
３
日
㈫
午
後
１
時
～

10
日
㈫
午
後
１
時

開
札
／
10
月
10
日
㈫
午
後
１
時
以
降

【
物
品
公
開
】
事
前
に
売
却
物
品
の
確

認
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
９
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮
午
前
９

時
～
午
後
４
時

申
し
込
み
／
９
月
21
日
㈭
正
午
ま
で
同

係
へ

◆
詳
し
く
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

番号 売却物件 初度登録・購入年月 備考
物品
公開
場所

1 トヨタ　アリオン 平成21年10月登録 乗用 ア

2 トヨタ　ハイエース 平成28年7月登録 バン イ

3 コマツ　海岸清掃車 平成13年3月登録 ミニホイルローダー ウ

4 いすゞ　パッカー車 平成10年6月登録 塵芥車 ウ

5 スズキ　キャリー 平成16年11月登録 軽自動車 ウ

6 スズキ　ジムニー 平成9年登録 軽自動車 エ

7 トヨタ　カローラバン 平成10年4月登録 バン オ

8 三菱　パジェロ 平成5年5月登録　 バン カ

9 日産　シビリアン 平成13年6月購入 小型バス カ

10 三菱　エアロミディ 平成13年12月登録 バス キ

11 日野　レインボー 平成9年5月登録 バス イ

12 スバル　プレオ 平成21年2月登録 軽自動車 ク

13 ヤマハ　ピアノ 平成4年製造 グランドピアノ ケ
【物品公開場所】
ア／旧消防署東分署（酒田市上安町一丁目11-4） イ／旧港南小学校（酒田市入船町3-5）
ウ／酒田市環境衛生課（酒田市広栄町三丁目133） エ／酒田市八幡総合支所（酒田市観音寺字寺ノ下41）
オ／酒田市松山農村環境改善センター（酒田市字山田28） カ／酒田市平田総合支所（酒田市飛鳥字契約場30）
キ／酒田市松山総合支所（酒田市字山田20-1） ク／酒田市総合文化センター（酒田市中央西町2-59） 
ケ／旧第五中学校（酒田市酒井新田字水口80）

問
市
契
約
検
査
課
契
約
検
査
係 

☎
２
６-

５
７
０
８

公
用
車
な
ど
を
売
却

し
ま
す

5 酒田市広報　私の街さかた　2023.9.1



問
市
保
育
こ
ど
も
園
課
保
育
支
援
係 

☎
２
６-

５
７
３
５

令
和
6
年
度
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の

利
用
申
し
込
み
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

4
●
保
育
所

　

保
護
者
の
仕
事
や
病
気
な
ど
の
理
由

で
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
が
あ
る
場

合
に
、
２
号
・
３
号
認
定
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
両
方
の
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
で
、
２
号
・
３
号
認
定

と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、
満
３
歳
以

上
の
児
童
は
、
保
育
を
必
要
と
す
る
理

由
を
問
わ
ず
１
号
認
定
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
と
は

いいえ はい

●認定区分ガイド

利
用
申
し
込
み

　

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３

月
31
日
に
、
保
育
所
な
ど
の
新
規
の
入

所
ま
た
は
転
園
を
希
望
す
る
方
は
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
／
10
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

時
間
／
月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

申
し
込
み
／【
１
号
認
定
】各
認
定
こ
ど

も
園
へ
直
接
【
２
号
・
３
号
認
定
】
市

役
所
１
階
保
育
こ
ど
も
園
課
、
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
係
へ
直
接
提
出
ま
た
は

郵
送

提
出
書
類
／
支
給
認
定
申
請
書
兼
入
所

申
込
書
、
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
を

証
明
す
る
書
類
（
就
労
証
明
書
、
医
師

の
診
断
書
な
ど
）

◆
申
請
書
な
ど
は
市
保
育
こ
ど
も
園
課
、

各
総
合
支
所
に
あ
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
転
入
予
定
、
出
産
予
定
の
方
も
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。
出
産
予
定
の
方
は

母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
後
も
申
し
込
み
は
で
き
ま

す
が
、
受
付
期
間
内
に
申
し
込
み
を
し

た
方
を
優
先
し
て
調
整
し
ま
す
。

◆
市
外
へ
転
出
の
予
定
が
あ
る
方
は
、

転
出
先
の
市
町
村
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
施
設
の
決
定
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
１
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送

し
ま
す
。

　

利
用
施
設
の
決
定
は
先
着
順
で
は
な

く
、家
庭
や
就
労
の
状
況
に
応
じ
て
、利
用

優
先
度
を
審
査
し
た
上
で
調
整
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
紹
介
コ
ー
ナ
ー

期
間
／
９
月
１
日
㈮
～
10
月
９
日
㈷
▼

場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
内
容
／
ポ
ス
タ
ー

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
掲
示
な
ど

◆
保
育
所
な
ど
の
見
学
を
希
望
す
る
方

は
、
直
接
各
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
見
学
の
有
無
に
よ
る
利
用
優

先
度
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
料
は
ど
の
く
ら
い
か
か

り
ま
す
か
？

０
歳
児
～
２
歳
児
は
保
護
者

の
所
得
や
家
族
構
成
に
よ
っ

て
負
担
額
が
異
な
り
ま
す
。
３
歳

児
～
５
歳
児
は
保
育
料
が
無
償
で

す
が
、
給
食
費
な
ど
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
護
者
の
所
得
額
が
48
万
円
を

超
え
な
い
と
き
は
、
同
居
の
祖
父

ま
た
は
祖
母
の
所
得
額
か
ら
保
育

料
が
算
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

祖
父
母
と
同
居
し
て
い
て
も

保
育
所
を
利
用
で
き
ま
す
か
？

利
用
で
き
ま
す
が
、
祖
父
母

の
就
労
状
況
な
ど
に
よ
り
利

用
優
先
度
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。

酒
田
市
外
の
保
育
所
は
利
用

で
き
ま
す
か
？

利
用
で
き
ま
す
。
調
整
は
保

育
所
が
所
在
す
る
市
町
村
が

行
い
ま
す
が
、
申
込
書
は
酒
田
市

保
育
こ
ど
も
園
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●Q
Q

●Q
Q

●Q
Q

●A
Q

●A
Q

●A
Q

認定こども園へ
　　　　直接申込み

•利用できる施設
 認定こども園

•利用可能時間
 4時間

保育こども園課へ
　　　　　　申込み

•利用できる施設
 保育所
 認定こども園
•利用可能時間
 8時間または
 11時間（※）

※利用可能時間は保育の必要性に応じて
市が認定します。

よ
く
あ
る

よ
く
あ
る

Q
A
Q
A
&

保護者の仕事や病気など
保育を必要とする理由がありますか？

1号認定
満3歳〜就学前まで

2・3号認定
0歳〜就学前まで

6



施設名 所在地 電話番号 開所時間※1 定員 受入年齢 バス※2

認　

可　

保　

育　

所

市　
　
　

立

みなと保育園 亀ケ崎六丁目10-1 24-3710 7：00～19：00 140人

2か月～就学前

松陵保育園 住吉町10-25 33-2439 7：00～19：00 90人

八幡保育園 麓字上川原35 64-2068 7：00～18：30 140人

松山保育園 字山田20-1 61-4820 7：00～18：30 120人

平田保育園 飛鳥字堂之後75 52-2135 7：30～19：00 150人

法　

人　

立　

な　

ど

亀ケ崎保育園 亀ケ崎三丁目14-29 22-2013 7：00～19：00 110人

若浜保育園 若浜町21-15 22-0325 7：15～19：00 70人

泉保育園 東泉町四丁目6-1 26-0044 7：15～19：00 60人

北新橋保育園 北新橋一丁目7-1 24-8343 7：15～19：00 90人

酒田報恩会保育園 栄町9-30 43-1151 7：15～19：00 80人

小鳩保育園 千石町一丁目5-40 22-3594 7：00～19：00 90人

宮野浦保育園 宮野浦三丁目12-23 31-0816 7：30～19：00 80人

若宮保育園 若宮町一丁目18-1 31-2245 7：30～18：30 90人

西荒瀬保育園 宮海字新林661 34-2255 7：00～18：30 120人 ○

新堀保育園 木川字アラコウヤ35 93-2103 7：30～18：30 80人

浜中保育園 浜中字上村383-8 92-2447 7：30～18：30 60人

黒森保育園 黒森字草刈谷地77 92-2448 7：30～18：30 50人

東平田保育園 関字向126-2 94-2341 7：15～18：45 60人 ○

中平田保育園 熊手島字道の上熊興屋35 22-9627 7：00～18：30 80人 ○

北平田保育園 漆曽根字千刈10-2 25-2850 7：00～18：30 50人 ○

本楯保育園 本楯字前田65-1 28-2136 7：00～20：00 60人 ○

鳥海保育園 米島字棘田48-2 28-2158 7：30～18：00 40人 ○

子供の園 中町一丁目6-1 24-1382 7：30～19：00 40人

あづまこども園 東町一丁目20-9 23-7203 7：00～19：00 40人 2か月～3歳児

認
定
こ
ど
も
園
※
３

木の実こども園 あきほ町661-9 21-5580 7：00～19：00 95人

2か月～就学前

酒田ふたば園 日吉町一丁目1-7 22-1224 7：30～19：00 60人

広野保育園 広野字中通40-3 92-2445 7：15～18：15 70人

十坂こども園 十里塚字村東山112-2 31-1670 7：00～18：30 115人 ○

うえだこども園 上野曽根字上中割49 25-2209 7：00～18：30 85人 ○

アテネ認定こども園 若原町1-44 22-2789 7：00～19：00 159人 ○
若草幼稚園・
若草ベビールーム

日吉町一丁目4-34
（北新町一丁目1-58） 22-2132 7：30～19：00 180人 ○

浄徳幼稚園・
じょうとく保育園

みずほ二丁目2-4
（大町8-33） 26-1232 7：30～19：00 185人 ○

酒田幼稚園 寿町1-80 22-0454 7：30～19：00 100人

1歳児～就学前

○

酒田第二幼稚園 若宮町二丁目11-15 31-2255 7：30～19：00 61人 ○

天真幼稚園　 富士見町三丁目2-117 22-7252 7：30～19：00 174人 ○

●保育所・認定こども園一覧（令和5年8月1日時点）

◆この一覧は令和5年8月1日時点の内容のため、令和6年度の定員数およびその他の記載内容が変更となる場合があります。また、定員と受
け入れ人数は異なります。
※1  保育時間については、保育を必要とする理由や就労時間などにより、保育標準時間（最長11時間）か保育短時間（最長8時間）
　　を市が認定します。延長保育の時間や料金は施設ごとに異なりますので、詳しくは各施設に問い合わせてください。
※2  バスの運行地域・時間帯・利用できる年齢などについては各施設へ問い合わせてください。
※3  認定こども園は、利用者負担額（保育料）のほかに入園料や特定負担金などがかかる場合があります。 詳しくは各園へ
　　問い合わせてください。
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▲保育所・認定
こども園一覧



　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
や
運
動
の
機
会
が

減
っ
た
ま
ま
の
方
や
、
運
動
し
た
い
け

れ
ど
何
か
ら
や
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
手
軽
に
誰
で
も
取
り
組
め
る
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
市
健
康
課
成
人
保
健
係 

☎
２
４-

５
７
３
３

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

☎
４
３-

６
６
５
１

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ス
ス
メ

5

ポイント

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
病
気
が
予
防

で
き
る
？

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
づ
く
り
に
も
効

果
的
な
運
動
で
す
。

　

最
近
の
研
究
で
健
康
状
態
を
良
好
に

保
つ
た
め
に
は
、
１
日
８
千
歩
、
そ
の

う
ち
速
歩
き
が
20
分
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
（
左
表
参
照
）。
生
活
の
中
で
10

分
～
20
分
程
度
を
意
識
し
て
歩
く
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

出典：東京都健康長寿医療センター研究所News No265（2014.11）中之条研究より
https://www.tmghig.jp/research/publication/news/pdf/rj_no265.pdfを基に市が独自に作成

・�速歩きや階段昇降などの中強度運動が
含まれていることが重要です。
・�歩数計やスマートフォンで歩数を計測�
することもおすすめです。

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
オ
ク
ト
ー
バ
ー・
ラ
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
」

　

オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
２

０
２
３
は
、
10
月
の
１
か
月
間
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
距
離
や
歩
数

を
ア
プ
リ
上
で
競
う
民
間
主
催
の
自
治

体
対
抗
型
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

個
人
と
自
治
体
の
両
方
の
順
位
が
確
認

で
き
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
や

体
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば
、
好
き
な
時
間
・

場
所
で
参
加
で
き
ま
す
。
市
内
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
の
方
に
は
副
賞
を
贈
呈
す
る

予
定
で
す
。
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
運

動
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
期
間
／
10
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫

費
用
／
無
料

参
加
方
法
／
専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
案
内
画
面
に
従
っ
て
登
録

◆
市
役
所
１
階
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

お
困
り
ご
と
相
談
窓
口
」
で
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

正
し
い
姿
勢
で
筋
肉
を
鍛
え
よ
う

「
健
康
」と「
お
得
」を
手
に
入
れ
よ
う

さ
か
た
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　

指
定
の
健
診
を
受
診
し
、
自
分
で
決

め
た
健
康
目
標
に
21
日
間
取
り
組
ん
で

応
募
す
る
と
、
抽
選
で
景
品
が
当
た
り

ま
す
。
詳
し
く
は
8
月
1
日
号
広
報
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

0分
2,000歩

5分
4,000歩

7.5分
5,000歩

15分
7,000歩

17.5分
7,500歩

20分
8,000歩

30分
10,000歩0分

2,000歩
……速歩き時間
　…1日あたりの歩数

寝たきり

う
つ
病

認
知
症
、

脳
卒
中
な
ど

が
ん
（
結
腸
・
直
腸
・
肺
・
乳
）

骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど

体
力
低
下
（
75
歳
以
上
）
な
ど

高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
75
歳
未
満
の
場
合
）

速
歩
き
時
間

（分）

0

5

10

15

20

25

30

2,000 4,000 5,000 7,000 7,500 8,000 10,000

1日あたりの歩数・速歩き時間と予防効果がある病気

1日あたりの歩数
（歩）

8

目線は5ｍ前方
に向ける

着地は
かかとから

背筋を伸ばし、
肘をやや曲げて
軽く腕を振る

歩幅をやや
大きくとる

正しいウオーキングポイント

自然を楽しみながら
歩こう！

◀︎市内のウオーキング
　おすすめコースは
　こちらから



問
市
民
課
住
民
係 

☎
２
６-

５

７
２
３
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

申
し
込
み
支
援
窓
口 

☎
４

３-

６
８
９
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続

き
が
で
き
る
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

7
日
時
／
９
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
市
役
所
１
階
市
民
課

費
用
／
初
回
申
請
時
の
み
無
料

持
ち
物
／
本
人
確
認
書
類
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
な
ど

◆
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
早
期
に
終
了

す
る
場
合
あ
り
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
支
援
窓
口

日
時
／
９
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
市
役
所
１
階
特
設
窓
口

持
ち
物
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
数

字
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ポ
イ
ン
ト
を

受
け
取
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
カ
ー
ド
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、
公
金
受
取
口

座
の
登
録
を
す
る
方
は
本
人
名
義
の
通
帳

◆
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
が
対
象
で
す
。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

8／2

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 7／10 7／17 7／24 7／31 8／7 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.03
～0.04 0.04 0.03

～0.04
0.03

～0.04
0.03

～0.04 0.19以下
バックグラウンド※2 0.04 0.04 0.04 0.05 0.03

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 7／19 8／2 基準値※1

大平公会堂 0.05 0.05 0.19以下

※1基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」に
示されている値
※2バックグラウンド／自然放
射線量を示し、敷地内で災害
廃棄物の影響を受けない十
分に離れた地点

　　　　　　　　　　　　　　災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結
果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

問市環境衛生課管理係 ☎31-0933

一流の演奏を気軽に楽しめる
地域ワンコインコンサート

マリンバ奏者 塚越慎子 音楽イベント6
問希望ホール ☎26-5450

コンサートをもっと楽しむために
アナリーゼワークショップ
　　　9月22日㈮
　　　午後7時～8時（開場6時30分）
　　　希望ホール
　　　500円、25歳以下・12月2日㈯
の公演チケットを持っている方は無料

（25歳以下要年齢確認書類）
　　　　 当日会場へ
◆就学前児童入場不可。

　　　9月23日㈷
　　　午後2時～2時45分
　　　（開場1時30分）
　　　南遊佐コミセン
　　　110人

500円、25歳以下無料
（要年齢確認書類）

開催当日の午後1時～
会場で販売
◆就学前児童も入場可。

手続きは
お早めに

9月末
マイナポイントの
申込期限は

9 酒田市広報　私の街さかた　2023.9.1

▲ワンコイン
　コンサート

▲アナリーゼ
　ワークショップ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

日時

場所
費用

申し込み

日時

場所
定員

チケット販売

チケット（全席自由）

♪アナリーゼワークショップとは
　演奏する楽曲の魅力や作曲家に
ついて、アーティスト本人がわかり
やすく解説します。コンサートを深く
楽しみたい方はもちろん、クラシック
初心者も楽しめる内容です。



年金生活者支援給付金の請求手続きをお忘れなく8
問市国保年金課国民年金係 ☎26-5728

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得が一定基準額以下の年金受給者の生活を
支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。案内や事務手続きは日本年金機構（年金事務所）
が実施します。

対象となる方

ご注意ください

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給していて次の要
件を満たしている
・前年の所得額が約472万円以下
◆遺族基礎年金は死亡した方に生計を維持されていた
18歳未満の子のある配偶者または子が受給対象です。
●老齢基礎年金を受給していて次の要件を全て満たしている
・65歳以上の方
・世帯員全員が市民税非課税となっている
・前年の年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下

　日本年金機構や厚生労働省を
装った不審な電話や案内に気を
つけましょう。

●新たに年金生活者支援給付金の対象となる方
　日本年金機構から9月1日以降順次案内が郵送されま
す。同封されている請求書（はがき）に必要事項を記
入し、9月29日㈮までに返送してください。
●これから年金を受給し始める方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市役所
1階国保年金課で請求手続きをしてください。
◆現在、年金生活者支援給付金を受け取っている方は
手続きは不要です。

給付金専用ダイヤル ☎0570-05-4092（ナビダイヤル）
鶴岡年金事務所 ☎0235-23-5040

請求手続き

問い合わせ

9
対
象
／
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
収

入
月
額
が
公
営
住
宅
法
の
基
準
（
一
般

世
帯 

15
万
８
千
円
以
下
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
中
学
校
卒
業
前
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
な
ど 

25
万
９
千
円
以
下
）

に
適
合
す
る
方

入
居
日
／
10
月
27
日
㈮

家
賃
／
収
入
に
よ
る

敷
金
／
家
賃
３
か
月
分

申
し
込
み
／
９
月
７
日
㈭
～
13
日
㈬
に

抽
選
申
込
書
を
市
役
所
５
階
同
係
ま
た

は
各
総
合
支
所
建
設
係
へ

◆
抽
選
申
込
書
は
窓
口
で
記
入
し
、
そ

の
場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
契
約
時
に
は
原
則
、連
帯
保
証
人（
庄

内
地
域
在
住
）
１
人
ま
た
は
家
賃
債
務

保
証
業
者
に
よ
る
保
証
が
必
要
で
す
。

●市営住宅
住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）

松境団地（※1、※3） 北千日町 13 11,400円～

新橋五丁目団地（※3） 新橋五丁目 2 8,600円～

川南団地（※2、※3） 若宮町一丁目 5 10,900円～

若宮団地 若宮町二丁目 2 15,300円～

光ケ丘団地 光ケ丘二丁目 1 11,500円～

富士見町団地（※3） 富士見町一丁目 2 11,500円～

港南団地（※2） 入船町 4 14,500円～

大町団地（※2） 東大町三丁目 10 16,000円～

静ケ台団地（※3） 光ケ丘一丁目 4 20,200円～

小泉団地（※2） 小泉字道南 3 13,000円～

城西住宅 字山田 1 21,800円～
※1  65歳以上の高齢者、要介護認定者、障がい者（身体障害者手帳1～2級）がいる世

帯（単身不可）が対象の住宅あり。
※2  単身用住宅あり：60歳未満の方は、市内に住所または勤務（予定）場所がある方に

限ります。
※3  高齢単身用住宅あり：60歳以上または身体障害者手帳1～4級所持などの単身の

方が申し込みできます。

●公共賃貸住宅
住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）

八森団地 市条字上川原 1 47,700円～

平田アイホーム 飛鳥字契約場 1 35,200円～
◆収入月額が158,000円以上、259,000円以下の方を対象にしたファミリー向けの住宅です。

問
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６-

５
７
４
７

市
営
住
宅
・
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集
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指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
施
設
／
湯
の
台
温
泉
鳥
海
山
荘
、

八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ
、
鳥
海
高
原
家
族

旅
行
村
、
八
森
自
然
公
園
内
体
育
施
設

（
計
７
か
所
）、
松
山
ス
キ
ー
場
、
眺
海

の
森
外
山
ロ
ッ
ジ

◆
募
集
要
項
や
仕
様
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
市
総
務
課
資
産
経
営
係 

☎
２
６-
５

７
０
９

河
川
公
園
い
も
煮
会
場
を
開
設
し
ま
す

　

９
月
９
日
㈯
か
ら
11
月
５
日
㈰
ま
で

出
羽
大
橋
下
流
最
上
川
河
川
公
園
に
、

い
も
煮
会
用
の
か
ま
ど
と
水
道
設
備
を

設
置
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
予
約
な
し

で
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
お
互
い
に

譲
り
合
い
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
会
場
の
か
ま
ど
以
外
で
煮
炊
き
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
河
川
公
園

の
環
境
を
守
る
た
め
、
ご
み
の
持
ち
帰

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
整
備
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６-

５

７
４
５

９
月
１
日
㈮
～
10
日
㈰
は
屋
外
広
告

物
適
正
化
旬
間
で
す

　

屋
外
広
告
物
（
看
板
）
の
落
下
や
倒

壊
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
定
期
点
検
を
行
い
、

安
全
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
計
画
係 

☎
２
６-

５
７
４
６

各
種
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

対
象
／
令
和
５
年
６
月
30
日
か
ら
の
大

雨
災
害
義
援
金
、
令
和
５
年
７
月
７
日

か
ら
の
大
雨
災
害
義
援
金
▼
場
所
／
市

役
所
１
階
福
祉
企
画
課
、
各
総
合
支
所
、

酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新
橋
二

丁
目
）、
酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
八

幡
・
松
山
・
平
田
支
部
、
交
流
ひ
ろ
ば

問
市
福
祉
企
画
課
地
域
福
祉
係 

☎
２

６-

５
７
３
１

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

日
時
／
11
月
12
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時

30
分
▼
場
所
／
協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研
修
所

（
山
形
市
）
▼
申
し
込
み
／
９
月
29
日

㈮
ま
で
上
下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

へ 

☎
２
２-

１
８
１
１

◆
受
験
講
習
会
は
行
い
ま
せ
ん
。
希
望

者
に
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
資
料
を
送
付
し

ま
す
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
お
困
り
ご
と
相

談
窓
口
の
開
設
期
間
を
延
長
し
ま
す

期
間
／
令
和
６
年
３
月
29
日
㈮
ま
で
の

毎
週
月
曜
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
11
時

45
分
、
午
後
１
時
～
４
時（
年
末
年
始
・

祝
日
を
除
く
）
▼
費
用
／
無
料
▼
持
ち

物
／
ご
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
お
持
ち
の
方
）

問
市
情
報
企
画
課
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦

略
室 

☎
４
３-

８
３
３
６

住
宅・土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

10
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
建
物
の

外
観
調
査
や
調
査
票
の
配
布
を
行
い
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
と
住
ま
い
に
関
す
る
計
画
や
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ

ま
す
。

調
査
期
間
／
９
月
上
旬
～
10
月
中
旬

◆
実
地
調
査
に
あ
た
る
統
計
調
査
員
は

調
査
員
証
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

問
市
情
報
企
画
課
統
計
係 

☎
２
６-

５

７
０
５

キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。

お
知
ら
せ

　 新 刊 紹 介

　この町で、ふしぎなこ
とが起きている。古い井
戸がいきなり、願いをか
なえてくれるようになっ
た。理由を知っている
のは、3人の中学生だけ
で…。世界のかたすみか
らおくる愛と希望の物語。

　Twitterアカウント「ぼ
く、シマエナガ。」の写
真家による、かわいいシ
マエナガレシピ集。ヤン
キーおにぎり、みぞれ鍋、
ちぎりパン、パンケーキ、
メロンクリームソーダな
ど全19レシピを収録。
型紙も掲載。

ぼくのシマエナガレシピ。 希望のひとしずく つきはかがやく

やなぎさわ ごう／著　文一総合出版 キース・カラブレーゼ／著　代田 亜香子／訳　理論社
パトリシア・ヘガティ／文　ブリッタ・テッケントラップ
／絵　木坂　涼／訳　ひさかたチャイルド

　月明かりのもと、森や
草原、海などで暮らす生
き物たちを、優しい文章
と美しいイラストで描
く。月の満ち欠けを型抜
き&箔押しで表現した詩
情豊かなしかけ絵本。    　　　　
　　　　　　　
　　　　　　  　ⒸTRC

一般図書 中高生向け 児童絵本
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宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
い
ま
す

　

本
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

な
ど
の
各
種
事
業
に
、
宝
く
じ
の
受
託

事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
泉
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興

会
に
次
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

品
目
／
会
議
テ
ー
ブ
ル
、
折
り
た
た
み

椅
子
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
、
お

た
す
け
テ
ン
ト
２
、
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ

ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
、
液
晶
テ
レ
ビ
、
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ス

ピ
ー
カ
ー
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ

ビ
台

問
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
係 

☎
２
６-

５
７
２
５

健
康
・
福
祉
・

ス
ポ
ー
ツ

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

認
知
症
カ
フ
ェ

日
時
／
９
月
21
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ

▼
対
象
／
認
知
症
の
方
本
人
、
介
護
者

（
介
護
者
の
み
、
車
椅
子
で
の
参
加
も

可
）
▼
内
容
／
腸
内
に
関
す
る
ク
イ

ズ
・
情
報
交
換
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域

包
括
支
援
係
へ 

☎
２
６-

５
７
５
５

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
時
間
変
更
】９
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
５
時

【
休
館
】
９
月
17
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３-

０
１
７
０

酒
田
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
／
10
月
１
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

（
受
け
付
け
８
時
～
）
▼
場
所
／
市
親

子
ス
ポ
ー
ツ
会
館
▼
種
目
／
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
ま
た
は
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
▼
申

し
込
み
／
９
月
21
日
㈭
ま
で
に
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
事
務
局
へ 
☎
４
３-

６
６
５
１
、

２
３-

２
２
５
７

◆
開
催
要
項
な
ど
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

酒
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室　

硬
式
お
よ
び
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

日
時
／
10
月
９
日
～
11
月
27
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
全
８
回
）

▼
場
所
／
市
親
子
ス
ポ
ー
ツ
会
館
▼
対

象
／
本
市
市
民
▼
定
員
／
30
人
▼
費
用

／
１
千
円
（
保
険
料
含
む
）
▼
申
し
込

み
／
９
月
22
日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時
に
（
公
財
）
酒
田
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
へ 

☎
３
１-

５
５

３
９　

問
酒
田
卓
球
協
会
、
加
藤 

☎
０
９
０-

５
１
８
９-

１
１
１
８

酒
田
市
ファ
ミ
リ
ー
健
康
体
力
測
定
会

　

家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
参
加
で
き
る

市
民
向
け
の
体
力
測
定
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

（
受
け
付
け
１
時
～
）
▼
場
所
／
市
武

道
館
▼
対
象
／
本
市
在
住
の
６
歳
～
79

歳
の
方
▼
種
目
／
【
６
歳
～
64
歳
】
握

力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反

復
横
と
び
、
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
立

ち
幅
と
び
【
65
歳
～
79
歳
】
握
力
、
上

体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片
足

立
ち
、
10
㍍
障
害
物
歩
行
、
６
分
間
歩

行
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
９
月

19
日
㈫
ま
で
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ 

☎
４
３-

６
６
５
１
、
２
３-

２
２
５
７

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
教
室

●
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
教
室

日
時
／
10
月
２
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア

プ
リ
が
入
っ
て
い
る
方
▼
定
員
／
先
着

20
人
▼
内
容
／
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
り
方
、

友
達
登
録
方
法
、
さ
か
た
コ
ン
ポ
の
使

い
方
な
ど

◆
さ
か
た
コ
ン
ポ
の
み
参
加
者
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
ま
す
。

●
基
本
的
な
使
い
方
教
室

日
時
／
10
月
４
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
▼
場
所
／
市
役
所
７
階
▼
対

象
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る

が
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
方
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
購
入
し
よ
う
か
悩
ん
で
い

る
方
▼
定
員
／
先
着
15
人
▼
内
容
／
地

図
や
カ
メ
ラ
の
使
い
方
、
音
声
操
作
な
ど

【
共
通
】
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

９
月
８
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
市
デ
ジ

タ
ル
変
革
戦
略
室
へ 

☎
４
３-

８
３
３
６

◆
講
師
が
準
備
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
用
し
ま
す
。

学
び
・
講
座
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キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。

だ
れ
か
に
話
し
た
く
な
る

ジ
オ
パ
ー
ク
講
座

日
時
／
①
９
月
30
日
㈯
午
後
２
時
～
３

時
30
分 

②
10
月
７
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
全
２
回
）
▼
集
合
場
所
／

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
本
市
お

よ
び
三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
先
の
あ
る
18
歳
以
上
の

方
▼
定
員
／
先
着
14
人
▼
内
容
／
①
座

学
で
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ

い
て
学
ぶ 

②
に
か
ほ
市
の
ジ
オ
サ
イ

ト
を
現
地
探
訪
▼
講
師
／
認
定
ジ
オ
ガ

イ
ド
▼
費
用
／
６
０
０
円
（
受
講
料
・

保
険
料
）
▼
申
し
込
み
／
９
月
５
日
㈫

午
前
10
時
～
21
日
㈭
午
後
５
時
に
費
用

を
添
え
て
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
直

接
ま
た
は
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら

問
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４-

２
９
８
１

第
67
回
酒
田
市
民
芸
術
祭「
未
来
へ

の
か
け
は
し
ー
未
来
へ
つ
な
ぐ
ー
」

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

日
時
／
９
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
費
用
／
無
料

【
彩
墨
Ａア

ー

ト
Ｒ
Ｔ
親
子
で
キ
ラ
キ
ラ
文
字

を
作
ろ
う
】
時
間
／
午
前
10
時
～
、
午

後
１
時
～
、
３
時
～
（
各
回
90
分
）
▼

対
象
／
年
長
児
～
小
学
生
と
保
護
者
▼

定
員
／
各
回
10
組
▼
申
し
込
み
／
９
月

13
日
㈬
ま
で
書
道
教
育
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
０
９
０-

２
７
９
４-

１
６
３
８

【
日
本
舞
踊
・
歌
舞
伎
に
親
し
も
う
】

時
間
／
午
前
11
時
～
、午
後
２
時
～（
各

回
１
時
間
）
▼
対
象
／
小
学
生
以
上
▼

定
員
／
各
回
６
人
（
当
日
見
学
可
能
）

▼
申
し
込
み
／
９
月
13
日
㈬
ま
で
日
本

舞
踊
千
川
流
へ 

☎
２
４-

４
５
１
６

【
箏こ
と
・
尺
八
体
験
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

時
間
／
午
前
10
時
～
、
11
時
～
▼
対
象

／
小
学
生
以
上
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

【
華
道
・
茶
道
体
験
と
鑑
賞
】
時
間
／

午
前
10
時
～
正
午
▼
対
象
／
小
学
生
以

上
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
第
67
回
酒
田
市
民
芸
術
祭
に
つ
い
て

は
裏
表
紙
に
も
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
。

問
市
文
化
政
策
課
管
理
係 

☎
２
４-

２

９
９
５

募
集

光
ケ
丘
地
区
環
境
美
化（
松
林
整
備
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
時
／
９
月
23
日
㈷
午
前
８
時
30
分
～

10
時
30
分
（
小
雨
決
行
）
▼
集
合
場
所

／
光
ケ
丘
プ
ー
ル
前
（
足
湯
付
近
）
▼

対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
光
ケ
丘

公
園
・
万
里
の
松
原
で
の
草
刈
り
、
つ

る
切
り
、
ご
み・枝
拾
い
な
ど
▼
服
装・

持
ち
物
／
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
軍
手
、

タ
オ
ル
、
雨
具
、
飲
み
物
な
ど
▼
申
し

込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
企
業
な
ど
団
体
で
参
加
す
る
場
合
は
、

参
加
者
リ
ス
ト
（
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
整
備
課
公
園
緑
地
係 

☎
２
６-

５

７
４
５
、
市
農
林
水
産
課
水
産
林
業
振

興
係 

☎
４
３-

８
７
０
８

土
門
拳
記
念
館
40
周
年
記
念
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト「
弟
子
が
語
る
古
寺
巡
礼

／
記
念
館
の
こ
れ
ま
で
＆
こ
れ
か
ら
」

　

永
遠
の
輝
き
を
放
つ
土
門
作
品
と
、

記
念
館
の
昔
な
つ
か
し
い
記
録
写
真
と

と
も
に
、
40
年
間
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら

の
展
望
を
語
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
１
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所
／
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン

酒
田
（
若
竹
町
一
丁
目
）
▼
定
員
／
１

０
０
人
▼
講
師
／
土
門
拳
の
内
弟
子 

藤
森
武
氏
、
堤
勝
雄
氏
、
同
館
学
芸
員

▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
同
館
へ

☎
３
１-

０
０
２
８

親子ふれあいサロンの催し

酒田子育て支援センターの催し

対象 日時 内容 申し込み（定員）

就学前
児童と
保護者

9／6㈬
10:00～11:30

「おおきくな～れ」
身長・体重測定
保育園入所相談も
できます

当日会場へ

9／13㈬
10:30～11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ 当日会場へ

9／21㈭・22㈮
10:00～11:00

「プレイランド」
運動あそびスペシャル 当日会場へ

1歳半～
就学前児童
と保護者

9／27㈬
10:00～11:00

「あそびのおへや」
親子たいそう
講師/冨樫朗子氏

（元気王国）

9／13㈬
9:30～

（先着10組）

小学生 10／15㈰
13:30～14:30

「わんぱく広場」
ふわもこスライム作り

10／2㈪
9:30～

（先着10人）

対象 日時 内容 申し込み（定員）

子育て中
妊娠中の方

9／14㈭
9:45～11:00

「ぎゅっとサロン」
子育て中のママや
パパのおしゃべりを
楽しもう！

ぎゅっとへ
（先着8組）

問 交流ひろば内親子ふれあいサロン ☎２６‒５６１３ 
こども家庭センター「ぎゅっと」 ☎２６‒４１９９

13 酒田市広報　私の街さかた　2023.9.1



鳥
海
山 

一 

ノ
滝
～
三
ノ
滝

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

日
時
／
９
月
23
日
㈷
午
前
８
時
30
分
～

午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）
▼
集
合
場
所

／
一
ノ
滝
駐
車
場
（
遊
佐
町
）
▼
対
象
／

18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
▼
定
員

／
先
着
20
人
▼
費
用
／
１
千
円
（
保
険

料
な
ど
）
▼
持
ち
物
／
飲
み
物
、行
動
食
、

雨
具
な
ど
（
昼
食
は
任
意
）
▼
申
し
込

み
／
９
月
15
日
㈮
ま
で
八
幡
総
合
支
所

地
域
振
興
係
へ 

☎
６
４-

３
１
１
１

酒
田
市
美
術
館
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

【
初
め
て
の
え
ん
ぴ
つ
デ
ッ
サ
ン
会
】

日
時
／
９
月
23
日
㈷
午
前
９
時
30
分
～

正
午
▼
場
所
／
同
館
▼
対
象
／
中
学
生

以
上
▼
定
員
／
10
人
▼
内
容
／
初
心
者

向
け
の
彫
刻
デ
ッ
サ
ン
会
▼
講
師
／
ア

ト
リ
エ
Ｏワ

ン
ｎ
ｅ
絵
画
教
室
講
師
、
白
甕

社
会
員 

阿
部
昌
子
氏
▼
費
用
／
５
０

０
円
（
入
館
料
別
途
）
▼
持
ち
物
／
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
デ
ッ
サ
ン
用
具
▼
申

し
込
み
／
９
月
９
日
㈯
午
前
９
時
～
同

館
へ

◆
木
炭
、
パ
ン
、
パ
ス
テ
ル
な
ど
の
粉

や
削
り
カ
ス
が
出
る
も
の
、
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
彫
刻
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】
日
時

／
10
月
15
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所
／
飯
森
山
公
園
も
く
も
く
館

（
飯
森
山
二
丁
目
）
▼
対
象
／
小
学
５

年
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員
／
10
人
▼
内
容
／
石
膏
に
さ

わ
っ
た
り
、
型
を
取
っ
た
り
、
彫
刻
の

世
界
を
体
験
▼
講
師
／
山
形
県
美
術
連

盟
会
員 

池
田
瑞
穂
氏
▼
費
用
／
５
０

０
円
（
材
料
費
）
▼
持
ち
物
／
汚
れ
て

も
い
い
服
装
▼
申
し
込
み
／
９
月
30
日

㈯
午
前
９
時
～
同
館
へ

問
同
館 

☎
３
１-

０
０
９
５

催
し

は
っ
ぴ
い
バ
ザ
ー

日
時
／
９
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮
午
前
11

時
～
午
後
１
時
30
分
▼
場
所
／
市
役
所

１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
▼
内
容
／
障
が

い
者
就
労
支
援
事
業
所
で
作
っ
て
い
る

弁
当
、
菓
子
、
雑
貨
な
ど
の
販
売

◆
出
店
す
る
事
業
所
（
販
売
商
品
）
は

曜
日
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

問
市
福
祉
企
画
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

国
際
交
流
ま
つ
り
in
中
町
２
０
２
３

日
時
／
９
月
24
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後

２
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
内
容
／

い
ろ
い
ろ
な
国
の
音
楽
や
踊
り
の
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
外
国
料
理
の
紹
介
と

販
売
、
民
族
衣
装
の
試
着
、
外
国
語
に

触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
、
ミ
ニ
縁
日
な
ど

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者
に
景
品
進
呈
。

問
市
地
域
共
生
課
男
女
共
同
参
画
係 

☎
２
６-

５
６
１
５

第
59
回
酒
田
創
意
く
ふ
う
展

　
日
ご
ろ
の
生
活
で
浮
か
ん
だ
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
形
に
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
５
時
▼
場
所
／
酒
田
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も

問
市
学
校
教
育
課
学
事
係 

☎
２
６-

５

７
７
６

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３

日
時
／
10
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
消
防
本
部
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内

容
／
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
、ミ
ニ
消
防
車

乗
車
体
験
、放
水
・
煙
体
験
、
消
防
音
楽

隊
演
奏
な
ど
▼
費
用
／
無
料

◆
駐
車
場
の
利
用
に
は
事
前
申
請
が
必

要
で
す
（
午
前
、
午
後
各
先
着
１
５
０

台
）。
申
請
用
紙
を
９
月
４
日
㈪
～
19

日
㈫
ま
で
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
同

消
防
本
部
、
消
防
署
、
各
分
署
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
消
防
署
、

各
分
署
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

駐
車
場
利
用
決
定
の
方
に
は
、
後
日
駐

ミライニ×モンテディオ山形
パブリックビューイング
日時／9月9日㈯午後6時～8時30分頃（5時開場） ▼場
所／エンガワラウンジ ▼対象／どなたでも ▼定員／80人

（別途立ち見可） ▼対戦／J2リーグ第34節モンテディオ
山形vs清水エスパルス ▼費用／無料

ぬいぐるみおとまり会
日時／9月23日㈷午前11時～11時30分 ▼対象／就
学前児童と保護者 ▼定員／先着10人 ▼内容／おはな
し会後、ぬいぐるみがミライニにお泊まりし、その様子を撮
影した写真を後日お渡し ▼費用／無料 ▼持ち物／ぬい
ぐるみ1体 ▼申し込み／9月5日㈫～ミライニへ
◆ぬいぐるみは10月1日㈰まで預かります。

ブックスタートオンライン研修会
日時／10月4日㈬午後1時～2時30分 ▼ 場所／中央
図書館 ▼対象／ブックスタートに興味がある方 ▼定員／
60人 ▼内容／ブックスタート初心者向けの講座（理念や
目的、発案のきっかけ全国各地の事例など） ▼費用／無
料 ▼申し込み／9月5日㈫～20日㈬にミライニへ

ミライニの催し
問ミライニ ☎24-2996
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車
許
可
証
を
送
付
し
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
同
消
防
本
部
予
防
課 

☎
３
１-

７
１

４
７
、

２
４-

２
６
１
２
、

yobou-s@
fd-sakata.jp

こ
ど
も

（
子
育
て
・
教
育
）

９
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月
で
す

　

９
月
８
日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

☎
２
６-

５
７
３
４

第
２
回
ふ
れ
あ
い
教
室
に
ふ
れ
る
会

日
時
／
９
月
30
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
▼
場
所
／
浜
田
コ
ミ
セ
ン
▼

対
象
／
不
登
校
・
登
校
渋
り
の
小
中
学

生
の
保
護
者
▼
内
容
／
ふ
れ
あ
い
教
室

の
見
学
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
▼

講
師
／
山
形
県
・
酒
田
市
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
相
談
専
門
員
▼
申
し
込

み
／
在
籍
す
る
学
校
ま
た
は
市
学
校
教

育
課
指
導
係
へ 

☎
２
６-

５
７
７
５

◆
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
。

◆
個
別
相
談
は
教
育
相
談
室
（
月
曜
～

土
曜
日
）
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
☎
２

４-

３
６
５
０

展
示

酒
田
市

美
術
館

☎
３
１-

０
０
９
５

会
期
中
無
休　

９
月

１
日
㈮
ま
で
展
示
替

え
休
館

◆
特
別
展
「
石
黒
光
二 

彫
刻
展
―
心・

空
間
・
か
た
ち
―
」 ［
９
月
２
日
㈯
～

10
月
22
日
㈰
］（
裏
表
紙
参
照
）

土
門
拳

記
念
館

☎
３
１-

０
０
２
８

９
月
13
日
㈬
～
15
日
㈮

展
示
替
え
休
館

◆
古
寺
巡
礼
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
＋
立

教
開
宗
１
２
０
０
年
・
東
寺
特
集

◆
田
淵
行
男
と
白
簱
史
朗
―
山
岳
写
真

の
追
求
者
た
ち
―［
９
月
12
日
㈫
ま
で
］

◆
古
寺
巡
礼
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
＋
マ
ニ

ア
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

◆
第
29
回

酒
田
市
土
門
拳
文
化
賞
受
賞
作
品
展 

川
眞
田
慶
治
「
被
爆
ヒ
ロ
シ
マ
の
叫

び
！
」［
９
月
16
日
㈯
～
10
月
23
日
㈪
］

酒
田
市
立

資
料
館

☎
２
４-

６
５
４
４

会
期
中
無
休 

９
月
23

日
㈷
、24
日
㈰
、30
日

㈯
は
入
館
料
無
料

◆
第
２
３
２
回
企
画
展 

あ
り
が
と
う

45
年 

未
来
へ
と
つ
な
ぐ
酒
田
の
宝
物　

館
蔵
品
展
そ
の
３
―
人
物
資
料
―
［
９

月
30
日
㈯
ま
で
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２-

２
６
３
２

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）休
館

◆
ブ
ル
ー
ノ
・
ピ
ー
フ
ル
の
考
え
る
こ

と
―
大
石
田
の
自
然
と
生
活
か
ら
生
ま

れ
た
作
品
た
ち
―［
10
月
１
日
㈰
ま
で
］

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

―
ブ
ル
ー
ノ
さ

ん
は
話
し
た
い
―
】
日
時
・
テ
ー
マ
／

９
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
・「
全

て
の
は
じ
ま
り
」、
９
月
16
日
㈯
午
後

１
時
30
分
～
・「
人
間
で
あ
る
私
も
地

球
に
有
害
で
す
」
▼
費
用
／
無
料
（
入

館
料
別
途
） 

▼
申
し
込
み
／
同
館
へ

【
ブ
ル
ー
ノ
氏 

在
廊
日
】９
月
23
日
㈷・

24
日
㈰

【
真
下
慶
治
記
念
室
】

◆
最
上
川
Ⅱ
・
静
物
素
描
展
［
10
月
１

日
㈰
ま
で
］

ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー

☎
５
２-

３
９
１
1

◆
庄
内
水
彩
画
会
小
品
展
［
10
月
31
日

㈫
ま
で
］

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２-

３
５
６
２

◆
中
国
と
日
本
の
陶
磁
器
展
［
９
月
上

旬
ま
で
］

◆
お
人
形
展［
９
月
上
旬
～
10
月
下
旬
］

本
間
美
術
館

☎
２
４-

４
３
１
１

●
美
術
展
覧
会
場

◆
三
都
の
絵
画
―
江
戸
・
京
都
・
大

坂
―
［
９
月
５
日
㈫
ま
で
］

◆
武
田
史
子
銅
版
画
展 「
日
常
」と「
空

想
」
の
狭
間
［
９
月
８
日
㈮
～
10
月

17
日
㈫
］

【
武
田
史
子
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
】　

日
時
／
９
月
10
日
㈰
午
後
２
時
～
▼
費

用
／
無
料
（
入
館
料
別
途
）

●
清
遠
閣
会
場

◆
日
本
と
中
国
の
陶
磁
器
［
12
月
11
日

㈪
ま
で
］

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２-

０
１
４
６

◆
第
18
回
湊
町
酒
田
の
傘
福
展
［
11
月

５
日
㈰
ま
で
］

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」

☎
２
２-

１
２
２
３

（
入
館
無
料
）

◆
白
旗
孝
夫 

切
り
絵
展
［
10
月
２
日

㈪
ま
で
］

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」、
人
形
作
家 

大
滝
博
子
の
世
界

「
お
し
ん
」
人
形
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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舞
娘
茶
屋
相
馬
樓 

竹
久
夢
二
美
術
館

開
館
日
は
同
施
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照

水
曜
日
休
館（
他
不
定
休
あ
り
）

☎
２
１-

２
３
１
０

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館

金
曜
～
日
曜
日
、
祝
日
開
館 

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８

４
６

◆
涼
し
き
美
術
工
芸
品
（
き
も
の
・
陶

磁
器
）・
名
工
永
徳
斎
の
武
者
飾
り
・

武
具
甲か

っ
ち
ゅ
う冑・

古
酒
田
凧た

こ

絵
［
10
月
１

日
㈰
ま
で
］

◆
休
館
日
に
来
館
希
望
の
場
合
は
要
相
談
。

相
談

ひ
き
こ
も
り
相
談
会

日
時
／
９
月
25
日
㈪
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
市
役
所
２
階
▼
対
象
／

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
、
家
族

な
ど
▼
定
員
／
先
着
６
人
▼
申
し
込
み

／
９
月
４
日
㈪
～
市
福
祉
企
画
課
地
域

福
祉
係
へ 

☎
２
６-

５
７
３
１

◆
相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
無
料
法
律
相
談

日
時
／
９
月
20
日
㈬
午
後
４
時
～
６
時

（
１
人
30
分
程
度
）
▼
場
所
／
市
役
所

１
階
▼
対
象
／
本
市
在
住
か
勤
務
先
の

あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
内
容
／

離
婚
問
題
、
養
育
費
・
慰
謝
料
問
題
な

ど
▼
相
談
員
／
仲
野
純
一
弁
護
士
▼
申

し
込
み
／
９
月
１
日
㈮
～
12
日
㈫
に
相

談
の
概
要
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
市
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係
へ 

☎
２
６-

５
７
３
４

無
料
法
律
相
談

日
時
／
９
月
26
日
㈫
午
後
５
時
～
８
時

▼
場
所
／
市
役
所
２
階
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
▼
対
象
／
本
市
、
三
川
町
、
庄
内

町
、
遊
佐
町
在
住
か
、
本
市
に
勤
務
先

が
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
６
人
▼
内
容

／
法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人
の
こ
と

に
限
る
）
▼
相
談
員
／
加
藤
栄
弁
護
士

▼
申
し
込
み
／
９
月
12
日
㈫
午
前
８
時

30
分
～
相
談
の
概
要
、
住
所
、
氏
名
を

同
課
市
民
相
談
室
へ 
☎
２
６-

５
７
２
６

休
日
結
婚
相
談
会

日
時
／
10
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

20
歳
～
45
歳
の
独
身
男
女
▼
定
員
／
先

着
５
人
▼
内
容
／
結
婚
相
談
と
結
婚
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
の
紹
介
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
９
月
４
日
㈪
～
市
公
式

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
必
要
事
項
を
入
力

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
２
６-

５
６
７
０

さ
か
た
情
報
ひ
ろ
ば

-

国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ-

自
衛
官
な
ど
募
集

【
①
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）】
対
象
／

34
歳
未
満
（
学
歴
不
問
）
▼
試
験
／
９

月
23
日
㈷
～
26
日
㈫
の
う
ち
１
日
▼
申

込
期
限
／
９
月
21
日
㈭

【
②
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
科
学
生
】

対
象
／
21
歳
未
満
の
高
卒
（
見
込
み

可
）
▼
試
験
／
10
月
14
日
㈯
▼
申
込
期

限
／
10
月
４
日
㈬

【
③
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
】

対
象
／
21
歳
未
満
の
高
卒
（
見
込
み

可
）
▼
試
験
／
10
月
21
日
㈯
▼
申
込
期

限
／
10
月
11
日
㈬

【
④
防
衛
大
学
校
学
生
】
対
象
／
21
歳

未
満
の
高
卒
（
見
込
み
可
）
▼
試
験
／
10

月
28
日
㈯
▼
申
込
期
限
／
10
月
18
日
㈬

【
⑤
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
隊
員
）】

対
象
／
34
歳
未
満
（
学
歴
不
問
）
▼
試

験
／
11
月
10
日
㈮
ま
た
は
11
日
㈯
▼
申

込
期
限
／
10
月
31
日
㈫
ま
で

【
共
通
】
対
象
／
日
本
国
籍
を
有
す
る

方
▼
採
用
／
①
12
月
中
旬 

②
～
⑤
令

和
６
年
３
月
下
旬
▼
申
し
込
み
／
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
酒
田
地
域
事
務

所
へ 

☎
２
７-

３
５
３
２

鳥
海
高
原
ア
ク
テ
ィ
ブ
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
フ
ェ
ス
２
０
２
３

日
時
／
９
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
鳥
海
高
原
家
族
旅
行
村

▼
内
容
／
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、

キ
ッ
ズ
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
会
、
縄
文

の
火
起
こ
し
体
験
な
ど
▼
費
用
／
無
料

問
鳥
海
高
原
家
族
旅
行
村
、
佐
藤 

☎
６

４-

４
１
１
１

鳥
海
高
原
家
族
旅
行
村 

観
察
会

【
猛も
う
き
ん禽
類
の
秋
の
渡
り
ウ
イ
ー
ク
！
】

日
時
／
９
月
19
日
㈫
～
23
日
㈷
午
前
９

時
～
正
午
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）
▼

定
員
／
各
日
20
人
程
度
▼
内
容
／
猛
禽

類
の
観
察
▼
費
用
／
１
人
１
０
０
円

（
保
険
代
）
▼
講
師
／
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ

み
ら
い
館
友
の
会
▼
申
し
込
み
／
当
日

会
場
へ

【
ハ
チ
ク
マ
を
見
送
っ
て
蜜
ろ
う
そ
く

を
作
ろ
う
！
】
日
時
／
９
月
24
日
㈰ 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▼
定
員
／
各
30
人
▼
内
容
／
ハ
チ
ク

マ
な
ど
の
猛
禽
類
の
観
察
、
蜜
ろ
う

そ
く
製
作
▼
講
師
／
安
藤
竜
二
氏
▼

費
用
／
１
人
４
０
０
円
（
保
険
料
、
材

料
代
）
▼
申
し
込
み
／
９
月
３
日
㈰
～

16
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20
日
㈬
に
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館
へ

【
共
通
】
場
所
／
鳥
海
高
原
家
族
旅
行

村
▼
対
象
／
小
学
生
以
上
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
▼
持
ち
物
／
双
眼

鏡
（
貸
し
出
し
有
り
）、
飲
み
物
、
雨
具

問
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館 

☎
６
４-

４
６
８
１
、m

oukin@
raptor-c.com

第
13
回
酒
田
市
議
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
９
月
30
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分
▼
場
所
／
八
森
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
▼
対
象
／
本
市
市
民
、
酒
田

市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
員
▼
費
用
／
６

０
０
円
（
コ
ー
ス
使
用
料
別
途
）
▼
申

し
込
み
／
９
月
20
日
㈬
ま
で
同
協
会
事

務
局
、
浜
端
へ 

☎
２
４-

０
５
２
６

第
38
回
不
動
産
フ
ェ
ア

日
時
／
９
月
23
日
㈷
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
▼
内

容
／
不
動
産
無
料
相
談
、
献
血
・
骨
髄

バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
（
献
血
者
へ
新

米
2
キ
ロ
㌘
進
呈
）、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー

問
（
公
社
）山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
酒
田 

☎
２
６-

４
４
２
０

酒
田
う
た
ご
え
喫
茶

日
時
／
９
月
17
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

30
分
▼
場
所
／
Ｔ

ト

チ

ト

Ｏ
Ｃ
Ｈ
i
Ｔ
Ｏ 

（
千

石
町
一
丁
目
）
▼
定
員
／
先
着
30
人
▼

費
用
／
５
０
０
円
（
会
場
運
営
費
）
▼

申
し
込
み
／
同
団
体
、
髙
橋
へ 

☎
０

７
０-

６
６
２
９-

０
０
３
８

◆
歌
本
指
定
あ
り
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る
の
催
し

【
楽
し
い
映
画
鑑
賞
会
】
日
時
／
９
月

20
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
▼
内
容
／

「
学
校
」
▼
費
用
／
無
料

【
平
田
す
ま
い
る
・
う
た
ご
え
喫
茶
】

日
時
／
９
月
18
日
㈷
午
後
１
時
30
分
～

▼
費
用
／
３
０
０
円
（
運
営
費
）

問
す
ま
い
る
、菅
原 
☎
５
２-

３
１
３
０

「
庄
内
認
知
症
の
つ
ど
い
」

参
加
者
募
集

日
時
／
９
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
、

介
護
者
交
流
会
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
山
形
県

支
部
庄
内
代
表
、
佐
藤
ひ
と
み 

☎
０

９
０-

５
８
３
８-

３
７
４
４

日
本
舞
踊
花
柳
流 

花
翆
会 

舞
踊
発
表
会

日
時
／
９
月
10
日
㈰
午
後
１
時
～
（
０

時
30
分
開
場
）
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
（
全
席
自
由
）
／
２

千
円
▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
当
日
会
場
へ

問
同
会
、池
田 

☎
０
８
０-

１
２
７
８-

８
３
７
２

多
機
能
福
祉
施
設
こ
も
れ
び

障
が
い
者・生
活
困
窮
者
就
職
発
表
会

日
時
／
９
月
23
日
㈷
午
前
９
時
30
分
～

午
後
０
時
10
分
▼
場
所
／
富
士
見
コ
ミ

セ
ン
▼
内
容
／
職
業
訓
練
を
経
て
就
労

先
を
見
つ
け
た
方
や
そ
の
家
族
・
雇
用

す
る
企
業
の
担
当
者
の
体
験
発
表
、
施

設
の
活
動
紹
介
や
参
加
者
同
士
の
意
見

交
換
な
ど
▼
費
用
／
１
０
０
円
（
資
料

代
）
▼
申
し
込
み
／
９
月
21
日
㈭
ま
で

同
施
設
こ
も
れ
び
へ 

☎
２
８-

８
２
５

５
、
２
６-

６
６
７
２
、
sakata@

roukyou.gr.jp
長
期
療
養
者
就
職
支
援
事
業

　

長
期
療
養
し
な
が
ら
働
き
た
い
方
を

支
援
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
20
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

４
時
▼
場
所
／
日
本
海
総
合
病
院
（
あ

き
ほ
町
）
▼
対
象
／
が
ん
、
脳
血
管
疾

患
、
難
病
な
ど
に
よ
り
長
期
療
養
が
必

要
な
方
▼
内
容
／
専
門
の
就
職
支
援
担

当
者
に
よ
る
個
別
再
就
職
支
援

問
同
病
院
医
療
・
福
祉
セ
ン
タ
ー 

☎

２
６-

２
０
０
１
、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
酒
田 

☎
２
７-

３
１
１
１

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

日
時
／
９
月
21
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

４
時
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川

町
）
▼
定
員
／
先
着
３
人
▼
申
し
込
み

／
９
月
20
日
㈬
正
午
ま
で
山
形
県
す
ま

い
情
報
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
０
２
３-

６
４

７-

０
７
８
０

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
９
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
▼
場
所
／
市
役
所
２
階
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
▼
相
談
員
／
加
藤
栄
弁
護
士

▼
申
し
込
み
／
事
前
に
山
形
県
弁
護
士

会
へ 

☎
０
２
３-

６
３
５-

３
６
４
８
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ア
ー
ク
溶
接
な
ど
の
業
務
に
係
る

特
別
教
育

日
時
／
10
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭
午
前
８

時
45
分
～
午
後
５
時
15
分
（
３
日
間
）

▼
場
所
／
県
立
庄
内
職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
県
立
産
業
技
術
短
期
大

学
校
庄
内
校
（
京
田
三
丁
目
）
▼
定
員

／
先
着
40
人
▼
費
用
／
９
千
９
１
０
円

（
受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
）
▼
申
し
込

み
／
９
月
26
日
㈫
ま
で
県
立
庄
内
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
３
１-
２
７

０
０
、 

３
１-

２
７
１
０

山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
催
し

【
保
育
施
設
ミ
ニ
面
談
会
】
日
時
／
10

月
24
日
㈫
午
後
３
時
～
４
時
▼
場
所
／

い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川

町
）
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／

保
育
施
設
、
事
業
所
担
当
者
と
面
談
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
同
セ
ン

タ
ー
へ 

【
保
育
の
仕
事
職
場
体
験
事
業
】
期
日

／
令
和
６
年
２
月
22
日
㈭
（
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で
の
２
日
間

（
午
前
９
時
～
午
後
３
時
）、
連
続
し
な

く
て
も
可
▼
対
象
／
保
育
の
仕
事
に
興

味
が
あ
り
、
就
労
を
考
え
て
い
る
方
▼

内
容
／
外
遊
び
な
ど
の
補
助
を
通
し
た

子
ど
も
と
の
交
流
な
ど
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
令
和
６
年
２
月
９
日
㈮

ま
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

◆
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
３-

６
３
３-

７
７
３
９

不
動
産
競
売

物
件
／
宅
地
、
建
物
な
ど
▼
物
件
明
細

書
閲
覧
期
間
／
10
月
19
日
㈭
ま
で
▼
閲

覧
場
所
／
山
形
地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部

１
階
閲
覧
室
▼
入
札
期
間
／
10
月
12
日

㈭
～
19
日
㈭
午
後
５
時
▼
入
札
場
所
／

同
支
部
１
階
執
行
官
室

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
物
件
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。（https://w

w
w

.bit.
courts.go.jp

）

問
同
支
部
書
記
官
室
執
行
係 

☎
０
２

３
５-

２
３-
６
６
７
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統 
一 

ダ
イ
ヤ
ル

　

９
月
10
日
～
16
日
は
、
自
殺
予
防
週

間
で
す
。
自
殺
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

全
国
共
通
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
拡
充
開
設
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
10
日
㈰
～
16
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
５
時
▼
相
談
電
話
番
号
／

０お
こ
な
お
う

５
７
０-

０ま
も
ろ
う
よ

６
４-

５こ

こ

ろ
５
６

問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

☎
０

２
３-

６
２
４-

１
２
１
７

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

結
婚
相
談
会

日
時
／
９
月
17
日
㈰
午
後
１
時
～
４
時

45
分
（
１
組
45
分
程
度
）
▼
場
所
／
や

ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

庄
内
支
所
（
鶴
岡
市
）
▼
対
象
／
結
婚

を
希
望
す
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族
▼
内

容
／
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相
手
の

紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
9
月
13
日
㈬

ま
で
同
支
所
へ 

☎
０
２
３
５-

６
４-

８
８
９
５

身
近
な
昆
虫
と
お
も
し
ろ
い
昆
虫
展

期
間
／
９
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭
▼
場
所

／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な

た
で
も
▼
費
用
／
無
料

問
庄
内
昆
虫
同
好
会
、
岡
部 

☎
２
３-

９
６
１
５

求
職
者
の
た
め
の
電
話
相
談
会

日
時
／
９
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮
午
前
10

時
～
午
後
５
時
▼
内
容
／
就
労
・
生
活

相
談
▼
費
用
／
無
料
▼
相
談
電
話
番
号

／
☎
０
８
０
０-

８
０
０-

７
８
６
７ 

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

 

庄

内

広

域

広

報

は

こ

ん

ん

た

な

鶴岡市庄内町 遊佐町

日
時
／
９
月
30
日
㈯
午
前
11
時
～

午
後
３
時
▼
場
所
／
鶴
岡
銀
座
通

り
商
店
街
▼
内
容
／
酒
の
提
供
・

販
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
食
ブ
ー

ス
の
出
店
な
ど

問
鶴
岡
銀
座
商
店
街
振
興
組
合 

☎
０
２
３
５-

２
２-

２
２
０
２

２
０
２
３
ぎ
ん
ざ
秋
ま
つ
り
×

第
９
回
庄
内
酒
ま
つ
り

同
時
開
催

期
間
／
９
月
１
日
㈮
～
10
月
31
日

㈫
▼
内
容
／
対
象
施
設
で
１
千
円

（
税
込
）
以
上
の
買
い
物
を
す
る

と
抽
選
で
遊
佐
町
の
特
産
品
な
ど

が
当
た
る
▼
対
象
施
設
／
大
平
山

荘
、
農
林
漁
業
体
験
学
習
館
さ
ん

ゆ
う

問
遊
佐
町
役
場
企
画
課
観
光
物

産
係
☎
７
２-

５
８
８
６

秋
の
鳥
海
山
大
抽
選
会

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
／
10
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
２
時
30
分
▼
場
所
／
庄
内
町

総
合
体
育
館
周
辺
▼
内
容
／
つ
や

姫
お
に
ぎ
り
・
チ
ー
ズ
な
ど
の
販

売
の
ほ
か
、
友
好
町
南
三
陸
町

コ
ー
ナ
ー
、
売
店
、
ガ
ラ
ガ
ラ
抽

選
会
、
金
魚
す
く
い
大
会
な
ど

問
庄
内
町
観
光
協
会 

☎
４
２-

２
９
２
２

し
ょ
う
な
い
秋
ま
つ
り

２
０
２
３

18



キャプション記載のない二次元コードは各記事の市ホームページへのリンクです。

酒田市休日診療所 9月の診療日と診療体制

9月の診療日／
3日㈰、10日㈰、17日㈰、
18日㈷、23日㈷、24日㈰

発熱症状の有無により時間を分けて診療しています。

●発熱あり（熱が37.5℃以上）
　　　　 ☎21-5225へ（来院時間を案内します）
　受付時間／午前8時30分～11時
　診療時間／午前9時30分～11時30分

●発熱なし
　受付時間／午前8時30分～11時30分
　診療時間／午前9時～9時30分、11時30分～正午

◆保険証を忘れずに持参してください。
◆会社や学校に提出する診断書は発行しません。
◆交通事故、労働災害については診療できません。

　場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
　電話／21-5225（診療日の受付時間中のみ）
　平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

予約制

9月の各種相談 ひとりで悩まずに相談してください。
項目 日時 場所／問い合わせ

市民生活相談 月～金曜日／8：30～17：15
（12：00～13：00を除く）

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-5761（消費生活）
☎26-6266（多重債務）

山形財務事務所 
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事務所
1階理財課［相談専用電話］
☎023-641-5201

人権相談
月・木曜日／
9：00～16：00

（人権擁護委員駐在日）

山形地方法務局酒田支局
（上安町一丁目）
☎25-2221

人権相談
（いじめ、差別など人
権に関する相談）

第2・第4火曜日／
9:30～12:00
◆祝日（閉庁日）は除く

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

行政相談（国や県な
ど行政に関する相談）

第1・第3火曜日／
13:30～15:00
◆祝日（閉庁日）は除く

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

ＤＶ相談 月～金曜日／
8：30～17：15

配偶者暴力相談支援センター
（庄内総合支庁子ども家庭支援課）
☎0235-66-4759

女性のための相談

月～金曜日／
8：30～17：15

市役所1階、こども家庭センター 
☎24-0981

月～金曜日／
9：00～16：00

交流ひろば1階、市男女共同参画推
進センターウィズ ☎26-5616

男性ほっとライン 第1・第2・第3水曜日／
19：00～21：00

山形県男女共同参画センター チェリア 
☎023-646-1181

年金受給相談
（予約による相談）

月曜日／8：30～19：00
火～金曜日／8：30～17：15
第２土曜日／9：30～16：00

街角の年金相談センター酒田
☎0570-05-4890（予約専用）

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所（庄
内総合支庁内）
電話相談可。 ☎0235-66-5452

ひきこもり相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所1階、市福祉企画課地域福祉係 
☎26-5731

教育相談
月～金曜日／
9：30～18：00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
0120-783-042

soudan@sakata.ed.jp
（予約受け付けのみ）

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

総合文化センター2階、市青少年指導
センター ☎24-2901

心配ごと相談 5日㈫、19日㈫／
9：00～正午

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

あんしん相談
（困りごと相談）

11日㈪／13:30～15:00 八幡タウンセンター ☎64-3765

11日㈪／10:00～11:30 ひらたタウンセンター ☎52-2260

20日㈬／13:30～15:00 松山健康福祉センター ☎62-2843

眠れない…は
心のSOS
こころの相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所健康福祉係 ☎64-3113
松山総合支所健康福祉係 ☎62-2611
平田総合支所健康福祉係 ☎52-3912
庄内保健所地域保健福祉課

（庄内総合支庁1階） 　
☎0235-66-4931

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

（社福）山形いのちの電話
☎023-645-4343

家庭教育電話相談
ふれあいほっとライン

月～金曜日／
8：30～17：15

（相談員対応は
9：00～16：15）

県教育局生涯教育・学習振興課
☎023-630-2876 

023-630-2874
yshogaku@pref.yamagata.jp

児童虐待かもと思った
ら…すぐに電話を

年中無休 児童相談所全国共通ダイヤル ☎189

月～金曜日／8：30～17：15 市役所1階、こども家庭センター
☎24-0981

項目 日時 場所／問い合わせ

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた
（地域福祉センター内）
☎25-0350 24-6299
jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・仕
事の悩み相談

月～金曜日／
10:00～18:00

山形県若者就職支援センター（中町
庁舎2階） 0120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

市役所6階、市商工港湾課 
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁産業経済企画課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター 
☎26-3715

精神保健福祉相談 21日㈭／14:30～16:30
（15日㈮まで要予約）

酒田農業技術普及課
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（閉庁日除く）

庄内保健所子ども家庭支援課相談室
（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 26日㈫／
13:30～15:30(要予約)

庄内保健所地域保健福祉課相談室
（庄内総合支庁1階）　
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器クラ
ミジア感染症、Ｂ型肝
炎およびC型肝炎個
別相談・血液検査

［相談］月～金曜日／
8:30～17:15

［検査］毎週火曜日／
9:20～11:30（要予約、い
ずれも閉庁日除く）

庄内保健所保健企画課健康相談室
（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

結婚に関する相談
月～金曜日／9：00～16：00
第1・第３木曜日／14：00
～21：00（要予約）

交流ひろば1階 
市結婚サポートセンター ☎26-5670

外国出身者のための
相談

月～金曜日／9：00～16：00
（外国語の相談は要予約）

交流ひろば2階 
市国際交流サロン ☎26-5615

◆祝日の相談は事前に問い合わせてください。

混雑が予想されますので、できる限り平日または
土曜日の午前中に開業医を受診してください。
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　昨
今「
大
変
」「
辛
い
」「
自
信
が
な
い
」

な
ど
、
子
育
て
の
大
変
さ
が
よ
く
語
ら

れ
ま
す
。
か
つ
て
は
、
身
近
に
大
勢
の

子
ど
も
が
い
ま
し
た
し
、
そ
れ
を
見
守

る
大
人
が
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

近
所
の
お
ば
さ
ん
や
お
じ
さ
ん
か
ら「
偉

い
ね
」
と
褒
め
ら
れ
た
り
「
ダ
メ
だ
よ
」

と
叱
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
親
以
外
の
多
く
の

大
人
に
見
守
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
で
す
。

　し
か
し
今
、
そ
う
し
た
見
守
り
は
乏

し
く
な
り
、
ま
た
共
働
き
の
家
庭
も
多

い
中
、子
育
て
の
責
任
は
親
の
肩
に
ず
っ

し
り
と
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
朝
、

子
ど
も
を
保
育
園
や
学
校
に
送
り
出
し

て
、
職
場
に
急
ぎ
、
仕
事
を
終
え
れ
ば
、

慌
た
だ
し
く
家
へ
帰
り
ま
す
。
そ
の
間
、

習
い
事
の
送
迎
や
買
い
物
も
あ
る
で

し
ょ
う
。そ
し
て
家
に
帰
り
着
く
や
否
や
、

國
眼 

眞
理
子 

先
生

東
北
公
益
文
科
大
学 

名
誉
教
授

第
二
ラ
ウ
ン
ド
の
仕
事
が
始
ま
り
ま
す
。

わ
が
子
が
寝
つ
く
ま
で
息
つ
く
暇
も
あ

り
ま
せ
ん
。
確
か
に
大
変
そ
う
で
す
ね
。

　で
も
子
育
て
は
、
大
変
な
こ
と
ば
か

り
で
し
ょ
う
か
。
今
ち
ま
た
で
は
多
様

性
の
尊
重
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、日
々

の
子
育
て
の
中
で
、
最
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
我
が
子
の
、
自
分
と
は
異
な
る

感
性
や
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
に
気
づ
く
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
こ
の
気
づ
き
は
、
周
り
の
ひ
と

へ
の
寛
容
さ
、
成
長
へ
の
期
待
、
あ
る

い
は
一
呼
吸
待
つ
な
ど
の
力
を
育
む

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　カ
ナ
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
は
子
育
て
を
通

し
て
、
段
取
り
力
と
職
場
の
若
い
世
代

の
成
長
を
信
じ
見
守
る
寛
容
さ
が
身
に

つ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
育
て
に

よ
っ
て
培
わ
れ
た
力
は
、
地
域
で
も
職

場
で
も
大
い
に
生
き
る
力
で
す
。

　子
育
て
を
「
孤
育
て
」
に
し
な
い
た

め
に
も
、
ま
た
親
が
多
様
性
を
受
け
入

れ
生
か
し
て
い
く
た
め
に
も
、
み
ん
な

で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
た
い
で
す
ね
。

　子
ど
も
が
社
会
で
生
き
て
い
く
力
は
、

多
様
な
人
と
の
交
わ
り
か
ら
育
ち
ま
す
。

子
育
て
が
育
む
力

す
く
す
く

子
育
て
講
座

酒田っ子

第
　
回
133

問市交流観光課
　観光戦略係
　☎26-5759

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク

　
今
年
は
ま
さ
に
酷
暑
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
ほ
ど
の
暑
さ
を
私
た
ち
は

経
験
し
て
い
る
。
北
海
道
を
含
め
た

北
日
本
で
も
35
度
を
超
え
る
猛
暑
日

が
た
び
た
び
記
録
さ
れ
て
い
る
。
世

界
気
象
機
関
（
W
M
O
）
と
欧
州
連

合
（
E
U
）
の
気
象
情
報
機
関
「
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
気
候
変
動
サ
ー
ビ
ス
」

に
よ
れ
ば
、
２
０
２
３
年
７
月
は
世

界
の
平
均
気
温
が
観
測
史
上
最
高
と

な
る
そ
う
だ
。
古
気
候
学
者
に
よ
れ

ば
12
万
５
千
年
ぶ
り
の
暑
さ
だ
と
い

う
。
こ
の
と
こ
ろ
の
天
気
予
報
で
は
、

「
災
害
級
の
暑
さ
」
と
い
う
言
葉
が
た

び
た
び
使
わ
れ
て
い
る
が
、
２
０
２

２
年
６
月
か
ら
９
月
の
間
に
１
千
３

８
７
人
が
熱
中
症
で
亡
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
去
年
は
間
違
い
な
く
最
も

多
く
の
死
者
を
出
し
て
い
る
災
害
で

あ
る
。

　
平
均
気
温
上
昇
の
影
響
は
、
暑
さ

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
降
雨
量
の

増
大
を
も
た
ら
し
、
災
害
リ
ス
ク
を

上
昇
さ
せ
る
。
国
土
交
通
省
に
よ
れ

ば
、
平
均
気
温
が
２
度
上
昇
す
る
と

降
水
量
は
１
・
１
倍
に
な
り
、
洪
水

発
生
頻
度
は
２
倍
に
な
る
と
い
う
。

秋
田
市
で
は
、
７
月
中
旬
の
大
雨
で

観
測
史
上
最
大
の
24
時
間
雨
量
を
記

録
し
、
１
千
世
帯
以
上
が
床
上
浸
水

と
な
る
過
去
最
大
の
水
害
を
経
験
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。
暑
さ
に
し
て
も
、

水
害
に
し
て
も
、
人
類
が
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
領
域
に
入
り

つ
つ
あ
る
。
私
た
ち
は
気
候
変
動
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、
住
ま
い
方

を
含
め
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
改
め

て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

経験したことがない領域へ

第104回

こ

　そ
だ

慶應義塾大学
環境情報学部教授
一ノ瀬 友博氏
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次世代へとつなげる活動

VOICE OF ARANMAREアランマーレボイス オブ 84
VOL.

R E P O RT

　7月29日㈯八幡体育館にて、今年で7回目となる酒田市小学
生バレーボールクリニックが開催されました。参加した児童とバ
レーボール指導者に向けて、前田コーチや選手たちがディグ（ス
パイクレシーブ）の練習時のポイント
を教えました。主催した武田さんは「ア
ランマーレは子どもたちにとって親しみ
のある存在。選手に質問しながら積極
的に挑戦していた。指導者たちも今日
学んだことを持ち帰ってチーム育成に
つなげてほしい」と話してくれました。

現役の選手から直接指導を受けられることに
魅力を感じ、ジュニアクラブに入りました。アラ
ンマーレは小さい頃から応援していて、中でも
田村愛美選手は憧れの存在です。

「バレーボールを通じて地域を元気にする」をモットーに、次世代の育成にも力を入れているアランマーレ。中学生が活動
するアランマーレジュニアクラブと技術指導を行うバレーボールクリニックを紹介します。

地域の指導者を育成するバレーボールクリニック

 柳沢紫子選手が監督を務め、Vリーグが主催するジュニア選手権大会
で日本一を目指す「ジュニアチーム」と、バレーボール未経験者でも参
加しやすい「スクールチーム」で活動しています。

地元からトップチームを目指す！ アランマーレジュニアクラブ

●アランマーレジュニアクラブの魅力は？

ジュニアクラブのメンバーに聞きました！

柳沢監督が教えてくれた「仲間のために一生懸
命プレーすることの大切さ」を、チームみんなで
意識して練習してきました。Vリーグジュニア選手
権大会でもその力が出せるようにがんばります！

キャプテン

武田正祐さん

酒田市スポーツ少年団
バレーボール専門部 部長

阿部 紗吏さん

酒田四中3年
セッター

バレーボールの技術だけではなく、声出しや
コミュニケーションを大事にすることを教わり、
「仲間のために自分が何をすれば良いのか」を
考えて行動できるようになりました。

●アランマーレジュニアクラブに入って成長したことは？

斉藤 陽さん

酒田三中2年
アウトサイドヒッター

川嶋 望未さん

酒田二中3年
アウトサイドヒッター

キャプテンからひとこと

すくすく子育て講座／鳥海山・飛島ジオパーク リレーコラム／ボイス オブ アランマーレ
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外国クルーズ船について学ぶ

　大型豪華客船ダイヤモンド・プリンセスを運行するプリ
ンセス・クルーズ社の市川紗恵氏を講師に迎え、酒田交流
おもてなし市民会議の研修会が開催されました。外国クルー

ズ船の近況など
について学んだ
ほか、市民自ら
が参加する酒田
ならではのおも
てなしについて
意見交換が行わ
れました。

　全国でホテル事業を展開するサンフロンティアホテルマ
ネジメント㈱と本市が地域振興に向けた連携協定を締結
しました。同社は市内中心市街地におけるホテル事業を計

画しており、今
後、中心市街地
および中山間地
域の観光資源の
活用など、さま
ざまな展開が期
待されます。

　「安全と安心のまち酒田」市民大会が総合文化センター
ホールにて開催。明るく安全で安心な住みよいまちづくり
を目指して日頃から活動している1団体と功労者3人、標語

入選者6人が表
彰されました。ま
た庄内消費生
活センターによ
る最近の消費者
トラブルと対策
について講演も
行われました。

　劇作家・演出家の田上豊氏を講師に迎え、庄内地域の
高校演劇部を対象とした演劇ワークショップが希望ホール
で開催されました。参加者は、オリジナルの戯曲の一場面

を題材にした演
劇の表現方法や、
音響・照明機材
を用いた演出方
法について熱心
に学びました。

中心市街地に新たなホテル建設

熱演！酒☆スタ演劇部！

交通事故のないまち、
暴力のないまちをめざして

7/18 7/19

7/30

　土門拳記念館でナイトミュージアムコンサートが開催され
約50人が参加しました。東京を中心に活動する2人組音
楽ユニットのシェンニューによる二胡とピアノによる演奏

が静かな館内に
響きわたりまし
た。参加者たち
は同館の作品に
囲まれながら美
しい音色に聴き
入り、鑑賞してい
ました。

土門拳記念館と
音楽のコラボレーション

8/19

7/27

　北前船の西廻り航路の開拓により本市の発展に大きく
貢献した河村瑞賢翁の出生地、三重県南伊勢町と本市が
文化交流協定を締結しました。両市町は、共通の郷土の偉

人である瑞賢翁
の功績をこれか
らも語り継いで
いくとともに、瑞
賢翁の歴史を共
通の地域資源と
して、末永く交
流を深めていき
ます。

河村瑞賢翁が紡いだ絆を
未来へとつなぐ

8/4

写真提供：（一社）日本デフ水泳協会

全国へ挑む！！ この夏、本市のチーム・団体が各種大会を勝ち抜き全国大会へ出場を決めました。
今後のさらなる活躍が期待されます！

●若浜バレーボールスポーツ少年団
第43回全日本バレーボール小学生大会

●酒田ビクトリーガールズ
第8回全日本中学女子軟式野球大会

●和鷲会スポーツ少年団
第23回全日本少年少女空手道選手権大会

水ってどうやって作られるの？
親子で利き水に挑戦！

　小学生を対象とした、夏休み親子水道教室が小牧浄水
場で行われました。きれいな水を作る実験や市内3か所の
浄水場でつくられた水道水と市販の水を飲み比べる利き

水体験などを行
いました。参加
者から「当たり
前に飲んでいる
水の大切さがよ
くわかった」「利
き水が楽しかっ
た」といった声が
寄せられました。

8/5・7

8/16・17
　アルゼンチンで開催された第6回世界デフ水泳選手権
大会に本市在住の齋藤京香選手が日本代表として出場し、
200㍍バタフライで銀メダル、4×100㍍メドレーリレーで

銅メダルを獲得
しました。2025
年に東京で開催
されるデフリン
ピックへの出場
を目指して今度
も活躍が期待さ
れます。みんなで
応援しましょう。

齋藤京香選手が
世界大会でメダル獲得

あの日あの時の気になるニュースや
明るい話題を振り返ります。

平田の夏をにぎやかに

　庄内ひらた目ん玉夏まつりが4年ぶりにひらたタウンセ
ンター広場で行われ、約3,700人が来場。来場者からは
「見ごたえのあるステージ発表が素晴らしかった」「数年ぶ

りに平田音頭を
踊って楽しかっ
た」など喜びの
声が多く聞かれ
ました。まつり
のラストは大歓
声が上がる中、
大輪の花火が夜
空を彩りました。

8/14

　土門拳記念館主催「ピ
ンホールカメラ体験教
室」が総合文化センター
で開催され、親子73人が
参加しました。（公社）日
本写真協会の講師の方
たちからカメラの組み立
てや白黒写真の撮影方
法を学び、同センターの
中庭で撮影を実践。現像
やプリントづくりの暗室
作業も体験しました。

カメラの仕組みを学ぼう7/23
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外国クルーズ船について学ぶ

　大型豪華客船ダイヤモンド・プリンセスを運行するプリ
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●和鷲会スポーツ少年団
第23回全日本少年少女空手道選手権大会

水ってどうやって作られるの？
親子で利き水に挑戦！

　小学生を対象とした、夏休み親子水道教室が小牧浄水
場で行われました。きれいな水を作る実験や市内3か所の
浄水場でつくられた水道水と市販の水を飲み比べる利き

水体験などを行
いました。参加
者から「当たり
前に飲んでいる
水の大切さがよ
くわかった」「利
き水が楽しかっ
た」といった声が
寄せられました。

8/5・7

8/16・17
　アルゼンチンで開催された第6回世界デフ水泳選手権
大会に本市在住の齋藤京香選手が日本代表として出場し、
200㍍バタフライで銀メダル、4×100㍍メドレーリレーで

銅メダルを獲得
しました。2025
年に東京で開催
されるデフリン
ピックへの出場
を目指して今度
も活躍が期待さ
れます。みんなで
応援しましょう。

齋藤京香選手が
世界大会でメダル獲得

あの日あの時の気になるニュースや
明るい話題を振り返ります。

平田の夏をにぎやかに

　庄内ひらた目ん玉夏まつりが4年ぶりにひらたタウンセ
ンター広場で行われ、約3,700人が来場。来場者からは
「見ごたえのあるステージ発表が素晴らしかった」「数年ぶ

りに平田音頭を
踊って楽しかっ
た」など喜びの
声が多く聞かれ
ました。まつり
のラストは大歓
声が上がる中、
大輪の花火が夜
空を彩りました。

8/14

　土門拳記念館主催「ピ
ンホールカメラ体験教
室」が総合文化センター
で開催され、親子73人が
参加しました。（公社）日
本写真協会の講師の方
たちからカメラの組み立
てや白黒写真の撮影方
法を学び、同センターの
中庭で撮影を実践。現像
やプリントづくりの暗室
作業も体験しました。

カメラの仕組みを学ぼう7/23
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